
胸骨緑から起り1肋骨に停止する｡神経はTh2

とTh3の外側皮枝前校の枝である. 3)アカゲ

ザルのSCは4および3肋骨の高さの胸骨緑から

起り1肋骨に停止する｡神経はTh2とTh3の外

側皮枝前枝の枝である｡4)チンパンジー,オラ

ンウ-タン,ゴリラには存在していなかった.5)

ヒトではこの間の調査でSCを1例も見ることは

なかった｡

このことからSCは原損類,新Lu'界泣,旧世界

垣には恒常的に存在すると考えられ頬入校とヒト

には出現しない｡存在する全ての例で神経は外側

皮枝前校の枝が分布するので同じ筋とみなされ,

同じ神経支配を受ける外腹斜筋 (OX)と同系で

分節的にはTI12あるいはTh3の高さの筋である｡

OXにはTh4か5が最上位分節であるので,SC
が存在するは規ではOX-SC系の筋が体壁の外

表に広く授っていると言える｡またヒト(山田ら:

1979)やゴリラ (児玉ら:1986)で報告されてい

る堂外枝は,元はSCの筋枝であり,SCの消失

に伴って知覚成分だけが残ったものであると考え

られる｡

次に2分節の神経支配を受けるクモザルとアカ

ゲザルのSCの肪内分布を調べたところ,クモザ

ルではTh2は筋束の内側部分にTh3は外側部に

分布していた｡アカゲザルではTh2は筋腹の上

部をTh3は下部を支配して,両者の神経の分布

様式は異なる｡.すなわちクモザルのSCはTh2
とTh3に支配された筋腹が縦に並んで一塊とな

り.アカゲザルのSCはTh2とTh3支配の筋腹

が上下のまま癒合し一枚の腹板を作ったことを示

すので.この部位の筋の形は同じでも出来方の多

様性が示唆される｡

計画 :9-6

マカク類固有背筋の筋線維構築の研究

小島砲平 ･岡田守彦 (筑波大 ･体育)

マカク矯固有背筋の組織化学的特性を明らかに

し.その結果をこの筋の形態と対比する｡

右側の固有背筋より,胸椎上,中,下部 (それ

ぞれTh3,6,ll).腰椎上,中,下部 (それぞ

れLl,4,6)の高さで筋試料を採取した｡こ

れらの試料について,酵素組織化学的染色を施し

筋線維タイプを分頓し,筋線維組成を求めた.ま

た,対側は10%ホルマリン水で固定して保存し.

肉眼解剖学的検索に供した｡

本年度はニホンザル,アカゲザル各3頭より試

料を採取した｡ここでは,そのうちのニホンザル

1頭 (雌.3.5歳)についての所見を報告する｡

筋線維組成は.胸部では外側より最長筋,腸肋

防,頼筋一枝実姉筋系に.腰部では外側より最長

筋外側郡,最長筋内側部,耕肪一械突瀬肪系に分

けて算出した｡筋線維タイプはアルカリ性前処理

後のmyosinATPaSe染色に対する染色性にもと

づきtypeI線維とtypell線維とに分耕した.防

線維組成の値はtypeI線維の数比であらわした｡

固有背筋各部におけるtypeI線維の致比は郡

位により遵いがあり,その値は11.7%から88.2%

までの範Eflにあった.同一固体よりとった誹腹筋

外側頭では14.0%,ヒラメ筋では40.9%であった｡

脊柱の各高さで筋線維組成を比較する｡腰部で

は,最長筋外側部と内側部表層ではtypoI線維

が比較的少ない (12.4-22.7%)｡一方.内側に

位置する頼筋一機突頼筋系では,表層は比較的少

ない (ll.7-27.5%)が中心部では比較的多かっ

た (34.9-43.8%)｡また.最長筋内側部の深部

にはtypeI線維が著しく多い (69.0-88.2%)那

がみられた.胸部では,最も外側に位置する腸肋

筋ではtypeI線維が比較的多かった (35.8-41.6

%)｡一方,この内側に位置する最長筋ではやや

少なく (17.1-38.2%),最も内側の耕肪一機突

耕筋系では比較的多かった (40.8-64.1%)｡

胸部と腰部を比べると,胸部のほうがtypoI

線維の占める比率が高かった.この特徴は特に固

有背筋の外側部でみられた｡

固有背筋を構成する各筋あるいは肪部位で.ま

た脊柱の高さによって,筋の組織化学的特性に追

いがみられたことは,これらの部位間に機能的分

化のあることを示唆している｡

計画 :9-7

霊長類における射精を支配する自律神経の比較

形態学

佐藤健次 (東京医歯大･医)

ヒトの割出所見では下腸間膜神経滋は腸管に分

布する神経として.上下腹神経叢は骨盤内臓器に

分布する神経として観察されるが,犬では両者は

同一化し.下 (尾側)腸間膜動脈神経鞍として観

察される｡犬による自律神経の電気刺激実験をも
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